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§１．研究成果の概要 

本研究課題は、分割バイポーラ電気化学に基づく低環境負荷型電解反応システムの開発を目

的とする。低電解質濃度条件下、外部電場により駆動するバイポーラ電極の概念を有機電解合成

に適用し、従来の電解合成法よりも本質的に低環境負荷型の電解システムを構築する。昨年度ま

でに、トリフェニルメタン類の電解フッ素化をモデル反応とするバイポーラ電解反応の最適化を検

討し、従来法よりも電解質濃度を減らした環境調和型の電解反応系として機能することを実証した。 

2020 年度は、従来困難であったバイポーラ電極電位の計測に挑戦した。ルミノールを用いる電

気化学発光法によりバイポーラ電極表面電位分布の可視化することを着想し、発光挙動の画像解

析から各種バイポーラ電解セルにおいて駆動電圧とバイポーラ電極電位の関係性を明らかにする

ことができた。また、すでに確立したバッチ式の電解合成システムの高効率化を目的とし、分割バ

イポーラ電極を用いたフロー式バイポーラ電解合成について検討した。モデル反応を用いて各種

パラメーターの最適化を行い、種々の電解反応へと応用することに成功した。 
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